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都市内分権ビジョン（素々案）に対する意見 

 

項   目 いただいたご意見 ご意見に対する市の考え方 

Ⅰ 都市内分権ビジョン(素々案)に

ついては、第一期と第二期の位置

付けを踏まえ、次のとおり、位置付

けたいと考えておりますが、ご意見

をお聞かせください。 

第一期  

都市内分権を推進するために

市民のみなさんに市の考え方を

説明し、必要性を理解していただ

く。 

第二期 

第一期の取り組みを踏まえ、

「真の住民自治の確立を目指し

て」住民が主役となれる地域のま

ちづくりを目指す。 

ビジョン  

都市内分権の担い手である住

民自治協議会のより良い発展を図

るとともに、住民自治協議会の活

動を持続可能な住民活動として定

着させていく。 

 

①都市内分権の第三期の推進に当り、この際初心にかえ

って、その基本となる、その地域の住民福祉増進のための

地域課題を、もう一度検討してみることが必要ではない

か。その結果、今まで把握してきた地域課題でよいのか、

或いは更に追加すべき課題は無いか等を再確認する場を

設けてはどうか。 

 

 

 

②前回の骨子案の「時代に変化し柔軟に対応し」の文言

は残して欲しい。「都市内分権の担い手である住民自治協

議会を、時代の変化に対応し、持続可能な住民活動とし

て定着させていく。」としたい。（注）前回配布資料の長野

市の人口推移から、平成 22 年対 32 年で、高齢化率＋

６．１％人口減約 19 千人をみて、担い手不足が予想され

る。 

地域課題の再確認は大切な事項であり、課題の把

握、解決については、地域住民、行政連絡区、住民

自治協議会、市等が相互の活動を支援していく中で

進めていくことと考えております。 

しかし、地域課題は地域ごとに異なっているため、

地域課題の把握は、それぞれの地域において行っ

ていただくものと考えております。 

したがいまして、都市内分権ビジョンに反映をする

ことは考えておりません。 

 

②「時代の変化に柔軟に対応し」の文言を除いた理

由は、その意味が曖昧であると考えたからです。 

したがいまして、現在の案による表現の変更は考え

ておりません。 
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項   目 いただいたご意見 ご意見に対する市の考え方 

Ⅱ 都市内分権ビジョン(素々案)に

は、基本理念を実現するために次

の３つを掲げていますが、この考え

方やこのほかに必要と思われるもの

がありましたら、ご意見をお聞かせ

ください。 

１ 住民自治協議会など地域へ

の活動に対する市の支援体制 

 

２ 住民自治協議会の活動を継

続させていくための取組 

 

３ 市民理解の促進及び市職員

の意識改革 

①全国的にみて現在長野市以外の市町村でも住民自治

に取り組んでいる処があれば、その紹介を兼ねて、情報交

換の場を設定するのも、今後の長野市の都市内分権を推

進していく上でも、有力な参考になるのではないか。 

②前回の骨子案より、今回の方が良い。但し、変更の理由

は？ 

（注）ビジョン（素々案）５頁（２）へ「高齢化、人口減少等

時代の変化に対応した～」と認識していることを明記した

方がよくないか。 

①他市町村の取組等の情報を得ることは、都市内分

権を推進する上で、参考となると思われますので、都

市内分権ビジョンへは記載しませんが、住民自治協

議会連絡会等を利用して情報提供をしてまいりま

す。 

 

 

②「高齢化、人口減少等」という文言を加えることによ

り、それに続く「時代の変化」がより具体的に理解で

きることから、ご意見のとおり文言を追加いたします。 

Ⅲ 「第二期長野市都市内分権推

進計画での取組と評価」の部分に

ついて、ご意見がありましたらご記

入ください。 

①都市内分権の本質について 

最初は小さな本庁大きな支所としてスタートしたのが､何

時の間にか大きな本庁になっている、支所の人減らしであ

った。 

 市との協働の契約はして一定の方向付けは出来て現在

はスムースに運営されておりますが、従来の各種団体への

補助事業費をひも付きで一括交付されておるだけ(地域い

きいき運営交付金)で、特別に自治協議会の運営費に充

てるのでは無く、旧市町村単位の自治協であり、各種行事

等については、従来の市町村長の役割を背負わされてお

ります。問題は予算の決定権がなく、事業だけが必須事

業・選択事業があり、地域としてはそれぞれ実施しなけれ

ば、住民サービスに欠けるとして、中々見直しが出来ませ

①都市内分権ビジョンでは、Ｐ11(2)住民自治協議会

への財政支援の中のＰ12②財政支援策の見直しに

おいて、「財政支援策全体について再検討し、（中

略）財政支援策の見直しを行います。」と記載されて

います。 
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ん。 

 自治協議会自立支援補助金については、自治協の規模

にもよりますが、一律同額を原則とした配分では事務量に

大きな差があり使途に不公平感を生じているのではない

か。 

 支所長権限の「支所発地域力向上支援金」についても

人口を無視した、一律交付は全く承知できない。格差があ

って当然と考えるが如何でしょうか。地区によっては回覧

板の枚数 1.830 枚も作成しなくてはならないのに、片や全

戸配布の出来る枚数です。事務量にも差があり過ぎます。

平等の不平等の解消を願うものです。 

②２頁１行目「職員のボランティア支援体制～」とあります

が、20 年以降毎年、１１月の「朝陽地区健康マラソン大会」

にお願いしていますが、１名の応募しかなく、ガッカリして

います。体制はできても実行する施策が必要かと思いま

す。 

③市長が変わって、職員の意識が変わったことを感じま

す。これからも協力意識を持続して欲しいと思います。 

④年２回、地域の自治協訪問がありますが、事務局だけで

なく部会長を含めた会合にして頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②③職員研修等行うことで更なる意識改革を図ると

ともに、地域へのボランティアの参加について、職員

に対し積極的に働きかけていきます。 

 

 

 

 

④住民自治協議会への訪問では地区の状況に合わ

せ部会長も出席されたケースもありました。訪問当日

の出席者に関しては、地区にお任せしています。 
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項   目 いただいたご意見 ご意見に対する市の考え方 

Ⅳ 送付しましたビジョン（素々案）

について、意見のある箇所がありま

したらご記入ください。 

①Ｐ10(1)① 支所長の権限強化の一環として 26 年度より

創設された支所長の裁量で助成する「支所発地域力向上

支援金」制度の活用状況はどんな現状か。 

②Ｐ5(2)へ「高齢化、人口減少等時代の変化に対応した

～」と認識していることを明記した方がよくないか。 

①支所長権限強化の一環として今年度から導入しま

した「支所発地域力向上支援金」制度につきまして

は、各地区で順次募集を行い採択事業を決定して

おり、地域特有の伝統文化の伝承や自然環境の保

全、子どもの見守りや世代間交流など様々な活動が

展開されています。今後も「地域力」アップに向け

て、地域の課題解決や活性化に向けた取組が進む

よう支所長を中心に支援を行ってまいります。 

 

②「高齢化、人口減少等」という文言を加えることによ

り、それに続く「時代の変化」がより具体的に理解で

きることから、ご意見のとおり文言を追加いたします。 

Ⅴ その他、都市内分権ビジョンの

策定に当たり、記載したほうがいい

項目など、ご意見がありましたら、お

聞かせください。 

①長野市と自治協の協働に関する条例に「住民の福祉の

増進に向けて協働していく」とうたわれているにもかかわら

ず「地域福祉が後退してきている」との指摘を耳にすること

が多くなった。 

 ・25 年度長野市社会福祉協議会理事会ならびに運営委

員会において 

 ・26 年８月 23 日（土）開催の「活き生き朝陽 みんなでト

ーク」の発言 

現在、地区社協が残っている地区は６地区で、自治協

への組織変更で任期、人材（組織）不足等が指摘されてい

る。市担当部署と市社協と至急協議して頂きたい。（地区

社協の位置づけの要再検討？） 

①平成 22 年以降、地区社協を解散した地区では、

住民自治協議会の中で健康福祉部会、健康委員会

など、地区ごとに名称を変えながら現在も主体的に

活動が継続されています。 

 今後も地域福祉が後退しないよう、市担当課及び 

市社会福祉協議会が直接地区訪問を行う中で、そ

れぞれの地区の特性に応じて必要な支援を行って

いきたいと考えています。 

 なお、都市内分権ビジョンでは、Ｐ５（1）住民自治

協議会など地域への活動に対する市の支援体制の

中で、「庁内担当課が専門的な立場から必要に応じ

て支援していきます。」と記載されています。 
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